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(57)【要約】
【課題】原稿の大きさを検知するためのセンサを増やす
ことによるコストの上昇を抑制しつつ、ユーザ操作性の
低下を抑制する。
【解決手段】複数の給紙部の各々に載置されている各用
紙サイズ情報から、用紙サイズ判別手段が、原稿サイズ
センサ１１６で検知不能な小さい原稿サイズの用紙が単
数又は複数あるかを判別する。用紙サイズ判別手段で検
知不能な小さい原稿サイズの用紙が単数であると判別さ
れた場合に、用紙選択手段は、単数であると判別された
原稿サイズの用紙をプリンタ１４５へ給紙する。用紙サ
イズ判別手段で検知不能な小さい原稿サイズの用紙が複
数あると判別された場合に、用紙選択手段は、予め設定
された優先順位に従って決定された原稿サイズの用紙を
プリンタ１４５へ給紙する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の給紙部を備える画像形成装置であって、
　原稿のサイズを検知する検知手段と、
　前記検知手段によって前記原稿のサイズを検知できない場合に、前記複数の給紙部にセ
ットされた用紙のサイズのうち、前記検知手段で検知できないサイズが１つである場合に
、当該サイズを原稿のサイズとして決定する決定手段と、
　前記決定手段によって決定された原稿のサイズに対応するサイズの用紙がセットされた
給紙部から、用紙を給紙して前記原稿の画像を形成する画像形成手段とを備えることを特
徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記決定手段は、前記複数の給紙部にセットされた用紙のうち、前記検知手段で検知で
きない用紙のサイズが１つではない場合に、予めユーザによって登録されたサイズを、原
稿のサイズとして決定することを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記決定手段は、前記複数の給紙部にセットされた用紙のうち、前記検知手段で検知で
きない用紙のサイズが１つではなく、前記予めユーザによってサイズが登録されていない
場合に、ユーザに原稿のサイズを入力させ、ユーザによって入力された原稿のサイズを原
稿のサイズとして決定することを特徴とする請求項１または２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記検知できない原稿のサイズは、Ａ５またはＢ５であることを特徴とする請求項１乃
至３のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　複数の給紙部を備える画像形成装置の制御方法であって、
　原稿のサイズを検知する検知工程と、
　前記検知工程で前記原稿のサイズを検知できない場合に、前記複数の給紙部にセットさ
れた用紙のサイズのうち、前記検知工程で検知できないサイズが１つである場合に、当該
サイズを原稿のサイズとして決定する決定工程と、
　前記決定工程で決定された原稿のサイズに対応するサイズの用紙がセットされた給紙部
から、用紙を給紙して前記原稿の画像を形成する画像形成工程とを備えることを特徴とす
る画像形成装置の制御方法。
【請求項６】
　請求項５に記載された画像形成装置の制御方法を、コンピュータに実行させるためのプ
ログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置及びその制御方法、及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年の画像形成装置のコピー機能においては、原稿のサイズを自動的に検知して、検知
した原稿サイズに基づいて自動的に記録する用紙を決定する、いわゆる自動用紙選択機能
と呼ばれる機能を備えたものがある。
【０００３】
　従来の自動用紙選択機能には、例えば、ユーザが使用する原稿の系列を事前に登録する
ことで装置が検知すべき原稿サイズを少なくして、誤検知を減らすものが提案されている
（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特開平０８－０８７１４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述のような従来の画像形成装置では、少なくとも１つの系列に属する
複数の大きさの異なる原稿を検知するために、異なる大きさの数に比例した数のセンサを
設置する必要があった。そのため、使用するセンサの数が多くなり、装置が高価になると
いう問題があった。
【０００６】
　そこで、原稿のサイズを検知するためのセンサを削減して画像形成装置を構成した場合
には、原稿サイズを検知できないことがあり、ユーザが手動で使用する原稿のサイズを入
力する操作が必要となる。このため、このようなセンサを削減した画像形成装置では、操
作性が損なわれるという問題があった。
【０００７】
　本発明の目的は、原稿の大きさを検知するためのセンサを増やすことによるコストの上
昇を抑制しつつ、ユーザ操作性の低下を抑制する画像形成装置及びその制御方法を提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明の画像形成装置は、複数の給紙部を備える画像形成
装置であって、原稿のサイズを検知する検知手段と、検知手段によって原稿のサイズを検
知できない場合に、複数の給紙部にセットされた用紙のサイズのうち、検知手段で検知で
きないサイズが１つである場合に、当該サイズを原稿のサイズとして決定する決定手段と
、決定手段によって決定された原稿のサイズに対応するサイズの用紙がセットされた給紙
部から、用紙を給紙して原稿の画像を形成する画像形成手段とを備えることを特徴とする
。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、画像形成装置において、原稿の大きさを検知するためのセンサを増や
すことによるコストの上昇を抑制しつつ、ユーザ操作性の低下を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態に係る画像形成装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】（Ａ）（Ｂ）は、本発明の実施の形態に係る画像形成装置の外観を示す斜視図で
ある。
【図３】本発明の実施の形態に係る画像形成装置における原稿サイズセンサの配置を示す
説明図である。
【図４】本発明の実施の形態に係る画像形成装置における原稿サイズセンサの他の配置を
示す説明図である。
【図５】本発明の実施の形態に係る画像形成装置における原稿サイズセンサの他の配置を
示す説明図である。
【図６】本発明の実施の形態に係る画像形成装置における原稿サイズセンサの他の配置を
示す説明図である。
【図７】本発明の実施の形態に係る画像形成装置における原稿サイズを決定するための原
稿と原稿サイズ検知結果の組み合わせの論理を示す説明図である。
【図８】本発明の実施の形態に係る画像形成装置における、原稿サイズの優先順位を登録
するための画面を示す説明図である。
【図９】本発明の実施の形態に係る画像形成装置におけるコピージョブの開始時に、原稿
サイズを決定するための手順を示すフローチャートである。
【図１０】本発明の実施の形態に係る画像形成装置におけるカセット１にＬＴＲ，カセッ
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ト２にＳＴＭＴ、手差しトレイは使用しない場合の、コピージョブの開始時に原稿サイズ
を決定するための手順を示すフローチャートである。
【図１１】本発明の実施の形態に係る画像形成装置におけるカセット１にＡ４，カセット
２にＡ５、手差しトレイにＢ５が設置されて登録されている場合の、コピージョブの開始
時に原稿サイズを決定するための手順を示すフローチャートである。
【図１２】本発明の実施の形態に係る画像形成装置における、原稿サイズ入力を受け付け
る原稿サイズ選択画面を示す説明図である。
【図１３】本発明の実施の形態に係る画像形成装置における、暫定的に設定された給紙段
をユーザに分かるように表示する表示画面を示す説明図である。
【図１４】本発明の実施の形態に係る画像形成装置における、ユーザからの給紙段の変更
を受け付けるための表示画面を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて説明する。
【００１２】
　図１の本実施の形態に係る画像形成装置の概略構成を示すブロック図で、１１５はスキ
ャナであり、ＣＩＳ部１１７によって原稿をスキャン可能に構成されている。スキャナ１
１５でスキャンして得られた画像データは、スキャナインタフェース（以下、「スキャナ
Ｉ／Ｆ」という。）１１０を介して、メモリ制御部１７１によってＤＭＡ転送され、メイ
ンメモリ（ＳＤＲＡＭ）１７３に蓄積される。
【００１３】
　このスキャナＩ／Ｆ部１１０の処理によりメインメモリ１７３に展開された画像データ
は、スキャナ画像処理部１２０で画像処理動作モード（カラースキャン、モノクロスキャ
ン等）に応じた画像処理が施される。
【００１４】
　このスキャナ画像処理部１２０で画像処理された画像データは、プリンタ画像処理部１
３０に転送され、画像データの領域編集や、解像度変換が行われる。このスキャナ画像処
理部１２０は、画像データをプリント出力するための処理ユニットとして機能し、プリン
タインタフェース（Ｉ／Ｆ）を介して接続するプリンタ１４５に画像処理結果を出力する
。
【００１５】
　また、１６０、１６１は、ＪＢＩＧ、ＪＰＥＧモジュールであり、所定の規格に準拠し
た画像データの圧縮、伸張処理を実行する処理部である。
【００１６】
　１７０はＣＰＵであり、ＲＯＭ１７２に格納されたプログラムを読み出して実行するこ
とによって、画像形成装置の全体的な動作を制御する。１７１はメモリ制御部であり、メ
インメモリ（ＳＤＲＡＭ）１７３に対するデータの書き込み、読み出しのためのデータ転
送制御を行う。
【００１７】
　また、１７２はＲＯＭであり、画像形成装置の制御を行う各種プログラムが格納されて
いる。このプログラムは、画像形成装置の起動時にＣＰＵ１７０によって読み出されてメ
インメモリ１７３に展開され、実行される。
【００１８】
　１８６は、画処理ＤＭＡコントローラ（ＤＭＡＣ）である。
この画処理ＤＭＡコントローラ１８６は、メモリ制御部１７１と協働して、各画像処理部
（１１０、１２０、１３０、１４０、１６１，１６０）とメインメモリ１７３との間のデ
ータの授受を行う。これと共に、画処理ＤＭＡコントローラ１８６は、データの授受に関
し、ＤＭＡ制御するための所定のアドレス情報を生成し、設定する。
【００１９】
　例えば、この画処理ＤＭＡコントローラ１８６は、スキャナＩ／Ｆ部１１０で読み取り
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処理された画像データをメインメモリ１７３にＤＭＡ転送するためのアドレス情報をＤＭ
Ａのチャンネル毎に生成する。また、画処理ＤＭＡコントローラ１８６は、メインメモリ
１７３上に展開された画像データを読み出すためのアドレス情報をＤＭＡのチャンネルに
応じて生成し、スキャナ画像処理部１２０にＤＭＡ転送するユニット等として機能する。
すなわち画処理ＤＭＡコントローラ１８６は、メインメモリ１７３と、各画像処理部（１
１０，１２０、１３０、１４０、１６０，１６１）とメインメモリ１７３間におけるＤＭ
Ａ制御を、メモリ制御部１７１と共に司る。
【００２０】
　１８３は、メインメモリ１７３から読み出したデータを画像処理系の各処理部に送出す
ることが可能な第１ＢＵＳである。また、１８４は、画像処理系の各処理部から読み出し
たデータをメインメモリ１７３に送出することが可能な第２ＢＵＳである。これら第１，
２ＢＵＳは、対になって画像処理ブロックとメインメモリ１７３との間の画像データの授
受を行う。
【００２１】
　１８５は、ＣＰＵ１７０、各画像処理部（１１０、１２０、１３０、１４０、１６１、
１６０）内部の制御レジスタに接続する第３ＢＵＳである。
【００２２】
　この第３ＢＵＳ１８５に接続されたＬＣＤＣ（１９０）は、画像形成装置の種々の設定
、処理状況等を、表示部であるＬＣＤ（１９１）に表示するための表示制御を司るユニッ
トである。ＬＣＤ１９１は、タッチパネルと一体的に構成されている。当該ＬＣＤ１９１
は、操作画面を表示し、ユーザから操作を受け付け、受け付けた操作の内容をＣＰＵ１７
０に伝える。なお、操作部として、タッチパネル付きＬＣＤ以外に、ハードキーを設けて
もよい。
【００２３】
　次に、上述のように構成された画像形成装置本体に付随するスキャナについて詳述する
。
【００２４】
　このスキャナ１１５には、原稿台や自動紙送り部に設置された原稿のサイズを検知する
ための原稿サイズセンサ１１６が装着されている。この原稿サイズセンサ１１６により検
知された原稿サイズ情報は、スキャンＩ／Ｆ１１０を介してメインメモリ１７３に格納さ
れる。
【００２５】
　また、画像形成装置本体に付随するプリンタ１４５は、プリンタエンジン部１４６、給
紙部を構成するカセット１４７及び手差しトレイ１４８等で構成される。このカセット１
４７は、複数のカセットで構成されており、それぞれのカセットや手差しトレイ上に異な
る大きさの各種用紙が設置可能である。
【００２６】
　このプリンタ１４５では、カセット１４７又は手差しトレイ１４８に設置された用紙（
記録紙、またはシートともいう。）に、プリンタエンジン１４６によってメインメモリ１
７３に格納されている画像データをプリントする。
【００２７】
　また、カセット１４７の各段や、手差しトレイ１４８に設置された用紙のサイズ情報は
、一般に利用されている従来公知の用紙サイズ情報を取得する用紙サイズ情報取得手段で
取得される。そして、取得された用紙のサイズ情報は、プリンタ１４５及びプリンタＩ／
Ｆ１４５を介してメインメモリ１７３に格納される。
【００２８】
　図２の（Ａ）及び（Ｂ）の画像形成装置の外観図に示すように、このスキャナ１１５は
、原稿を載置可能な自動紙送り部及び原稿台を備える。スキャナ１１５は、Ａ４、Ｂ５、
Ａ５、ＳＴＭＴ（ステートメント）、ＬＴＲ（レター）、ＬＧＬ（リーガル）の６種類の
サイズの原稿を読取可能である。なお、ＳＴＭＴのサイズは、３９．７×２１５．９ｍｍ
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である。ＬＴＲのサイズは、２１５．９×２７９．４ｍｍである。ＬＧＬのサイズは、２
１５．９×３５５．６ｍｍである。また、画像形成装置のカセット１、カセット２、手差
トレイには、それぞれ大きさの異なる用紙を載置可能である。
【００２９】
　この自動紙送り部は、図３及び図４に示すように、センサ上に原稿が置かれるとＯＦＦ
からＯＮにセンサの出力が変化するように構成された原稿を検知するためのフォトインタ
ラプタ型の原稿サイズセンサ１、２を備える。
【００３０】
　図４は、図３と同じ箇所にセンサを設けた自動紙送り部であるが、ＵＳＡ（米国）仕向
けの設定を行った自動紙送り部を示している。図４に示すＵＳＡ（米国）仕向けの自動紙
送り部では、ＬＴＲ原稿が載置された場合に、原稿サイズセンサ１のみがＯＮになり、Ｌ
ＧＬ原稿が載置された場合に両方のセンサがＯＮになるように構成されている。
【００３１】
　この自動紙送り部に載置された原稿に対するセンサでは、検知結果を、図７に示す組み
合わせの論理に照合して、原稿サイズを決定する。例えば、載置された原稿がＡ５やＢ５
の場合には、原稿サイズセンサ１及び２共に、原稿が検知されず、原稿サイズセンサ１及
び２がＯＦＦとなり、原稿サイズが不定（不明）と判断される。また、Ａ４原稿が載置さ
れた場合には、センサ１がＯＮとなり原稿サイズはＡ４と適切に判断される。
【００３２】
　次に、このスキャナ１１５の原稿台における原稿を検知するため原稿サイズセンサ１及
び２について図５及び図６の原稿台の平面図を参照して説明する。
【００３３】
　このスキャナ１１５の原稿台にも、自動紙送り部同様に、原稿を検知するため原稿サイ
ズセンサ１及び２が装着されている。それぞれの原稿サイズセンサ１及び２は、反射型の
センサで構成されており、ＬＥＤにより光を照射しセンサ上に原稿があるか否かを判別す
るもので、原稿が在れば、センサの状態がＯＮとなり、原稿が無ければＯＦＦとなる。
【００３４】
　例えば、Ａ５又はＢ５サイズの原稿の場合には、両方のセンサがＯＦＦとなる。またＬ
ＴＲ原稿の場合には、原稿サイズセンサ１のみがＯＮとなる。このスキャナ１１５では、
原稿台の場合でも、原稿センサの状態と検知結果の表の内容が図７と同じになる。なお、
このスキャナ１１５では、原稿サイズを検出可能であれば、センサのＯＮ，ＯＦＦのパタ
ーンと検知結果が図７に示すものと異なる内容になっても良い。
【００３５】
　次に、原稿サイズセンサ１１６のセンサの出力パターンから、原稿サイズの検知結果が
不定（検知不能）となるときに優先する原稿サイズを登録する場合について、図８を参照
して説明する。
【００３６】
　この図８に示す原稿サイズを登録するための画面は、所定の操作をＬＣＤＣ（１９０）
が受け付けた場合に、ＬＣＤ（１９１）に表示される。この画面表示は、“指定しない”
又は図３、図４、図５、図６の原稿サイズセンサでは検知できない原稿サイズである“Ｓ
ＴＭＴ”，“Ｂ５”，“Ａ５”の項目から一つユーザに選択させるためのものである。Ａ
４は、原稿サイズセンサ１１６によって検知可能なサイズであるため、選択肢として表示
されない。この図８に示す原稿サイズを登録するための画面を操作して選択された情報は
、ＣＰＵ１７０によってメモリ制御部１７１を介してメインメモリ１７３に記憶される。
【００３７】
　次に、コピージョブの開始時に、原稿サイズを決定するための手順について図９のフロ
ーチャートを参照して説明する。図９のフローチャートに示す各ステップは、ＣＰＵ１７
０がＲＯＭ１７２に格納されたプログラムを実行することによって行われる。
【００３８】
　このコピージョブ処理は、ＣＰＵ１７０が、操作部（ＬＣＤ１９１やハードキー）に含
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まれるスタートキーを介して、コピージョブをスタートさせる操作を受け付けたときに開
始される。
【００３９】
　そして、まず、制御部としてのＣＰＵ１７０は、原稿サイズセンサ１１６による検知結
果に基づいて原稿サイズを確認する（ステップＳ９０１）。例えば、原稿サイズセンサ１
がＯＮとなり、原稿サイズセンサ１１６が原稿を検知している場合（ステップＳ９０１で
ＹＥＳ）に、ＣＰＵ１７０は、図７を参照して、原稿が検知結果サイズのＡ４であると決
定する（ステップＳ９０２）。
【００４０】
　次に、ＣＰＵ１７０は、原稿サイズとカセット１４７又は手差しトレイ１４８に設定さ
れている用紙サイズ情報からスキャンした原稿を記録する適切な用紙を特定し、特定され
た用紙がセットされた給紙部を給紙元として選択する（ステップＳ９０９）。例えば、給
紙部を構成するカセット１（１４７）にＡ４，カセット２（１４７）にＡ５，手差しトレ
イ（１４８）にＢ５用紙が設置されていた場合には、原稿サイズと同じ用紙サイズが設置
されたカセット１を給紙元として選択する。
【００４１】
　次に、ＣＰＵ１７０は、コピー処理（ステップＳ９１０）を行う。具体的に、ＣＰＵ１
７０は、スキャナ１１５によって原稿の画像を読み取り、Ｓ９０９で選択された給紙部か
ら用紙を給紙し、給紙された用紙に対して原稿の画像を形成するコピー処理（ステップＳ
９１０）を実行し、本コピージョブ処理を終了する。
【００４２】
　一方、ステップＳ９０１で原稿サイズが検知できなかった不定の場合（ステップＳ９０
１でＮＯ）、ＣＰＵ１７０は、ステップＳ９０３へ進み、検知不可能な用紙のサイズの数
が１つであるか否かを判別する。この画像形成装置では、ＣＰＵ１７０が、スキャナ１１
５の原稿サイズセンサ１１６で検知できない小さい原稿サイズであることを判定可能なサ
イズ判定手段となる。このサイズ判定手段は、例えば、カセット１にＡ４、カセット２に
Ａ５用紙が設置されて、手差しトレイには用紙が設置されていない場合に、Ａ４原稿が原
稿サイズセンサ１１６によって検知できる。このため、サイズ判定手段で検知不能な用紙
は、カセット２に設置されたＡ５のみとなり検知不可能な用紙のサイズの数が１つとなる
。
【００４３】
　次に、ＣＰＵ１７０は、検知不可能な用紙のサイズの数が１つと判別された場合（ステ
ップＳ９０３でＹＥＳ）に、その用紙のサイズを原稿サイズとみなす（ステップＳ９０４
）。上記の例では、ＣＰＵ１７０が、カセット２のＡ５を原稿サイズとみなす。
【００４４】
　次に、ＣＰＵ１７０は、自動用紙選択処理によりＡ５用紙がセットされたカセット２を
選択する（ステップＳ９０９）。そして、ＣＰＵ１７０は、コピー処理（ステップＳ９１
０）を行う。具体的に、ＣＰＵ１７０は、スキャナ１１５によって原稿の画像を読み取り
、Ｓ９０９で選択された給紙部から用紙を給紙し、給紙された用紙に対して原稿の画像を
形成するコピー処理（ステップＳ９１０）を実行し、本コピージョブ処理を終了する。
【００４５】
　また、ステップＳ９０３で、例えば、カセット１にＡ４、カセット２にＡ５用紙、手差
しトレイにはＢ５用紙が設置されている場合に、検知できない用紙は、カセット２のＡ５
用紙、手差しトレイのＢ５となる。この場合には、検知不可能な用紙のサイズの数は２つ
となる（ステップＳ９０３でＮＯ）ので、ステップＳ９０５へ進む。
【００４６】
　次に、ＣＰＵ１７０は、メインメモリ１７３に予め優先原稿サイズが登録されていない
かを判断する（ステップＳ９０５）。ここで、優先原稿サイズは、前述の図８で説明した
ように、予めユーザにより登録されている情報で、原稿サイズセンサで不定と検知されて
しまうＳＴＭＴ，Ｂ５，Ａ５といった原稿サイズ情報である。
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【００４７】
　そして、ＣＰＵ１７０は、登録があると判別した場合（ステップＳ９０５でＹＥＳ）に
、原稿サイズを登録されたサイズに設定する（ステップＳ９０６）。例えば、優先原稿サ
イズにＢ５が登録されている場合、原稿サイズはＢ５とみなす。
【００４８】
　次に、ＣＰＵ１７０は、Ｂ５用紙が設置されているカセットや手差しトレイをＳ９０９
の自動用紙選択処理で選択して給紙する（ステップＳ９０９）。そして、ＣＰＵ１７０は
、原稿をＢ５とみなしてスキャナ１１５でスキャンした画像データに従って、Ｓ９０９で
選択された給紙段から用紙を給紙し、画像形成を行うコピー処理（ステップＳ９１０）を
実行し、本コピージョブ処理を終了する。
【００４９】
　また、ＣＰＵ１７０は、予め優先原稿サイズが登録されていないと判断した場合（ステ
ップＳ９０５でＮＯ）に、ＬＣＤ１９１に原稿サイズ入力を受け付ける画面を表示させる
よう制御する（ステップＳ９０７）。例えば、ＣＰＵ１７０は、図１２のような原稿サイ
ズ選択画面を表示させるよう制御してユーザからの原稿サイズの指定を受け付ける。ユー
ザは、図１２の“Ａ４”や“Ｂ５”と書かれたボタンを押すことで所望の原稿サイズを入
力する。
【００５０】
　次に、ＣＰＵ１７０は、入力サイズを原稿サイズとみなして、用紙の選択を行う（ステ
ップＳ９０８）。例えば、ステップＳ９０７での入力サイズがＡ５の場合には、カセット
１にＡ５用紙があればカセット１を給紙元として選択する（ステップＳ９０９）。次に、
ＣＰＵ１７０は、例えば、原稿をＡ５とみなしてスキャナ１１５でスキャンした画像デー
タに従って、Ｓ９０９で選択されたカセット１からＡ５用紙を給紙し、給紙されたＡ５用
紙に画像形成して出力する（ステップＳ９１０）。
【００５１】
　なお、ＣＰＵ１７０は、ステップＳ９０９において原稿サイズと同じ用紙サイズがない
場合に、適切な用紙がない旨の表示や、当該用紙を補給するようユーザに指示するための
表示をＬＣＤ１９１に行う。さらに、この場合には、ＣＰＵ１７０が、代わりに使用する
用紙をユーザに選択させてコピー処理（ステップＳ９１０）を行うように構成しても良い
。
【００５２】
　なお、上述したコピージョブ処理に係る図９のフローチャートによる説明では、画像形
成装置がサポートするＡＢ系の原稿サイズのうちＡ４原稿のみ検知できるものについて説
明した。しかし、本発明は、これに限定されるものでは無く、画像形成装置がサポートす
る原稿サイズや検知できる原稿の種類が異なる組み合わせに対しても本発明を利用可能で
あることは勿論である。
【００５３】
　また、このコピージョブ処理に係る図９のフローチャートによる説明から理解されるよ
うに、原稿サイズセンサでは検知できない原稿であっても用紙サイズから原稿サイズを推
測することが可能となる。
【００５４】
　次に、上記の画像形成装置の設定が、ＵＳ（米国）仕向けに設定されている場合を説明
する。画像形成装置の設定をＵＳ（米国）仕向けに設定するか否かは工場出荷時に設定さ
れていてもよいし、工場出荷後にユーザモードによって設定できるようにしてもよい。画
像形成装置の設定をＵＳ（米国）仕向けにするか否かで、原稿サイズセンサからの信号に
基づく用紙の判定がＡ４、Ｂ５、Ａ５から、ＳＴＭＴ、ＬＴＲ、ＬＧＬに変わる。ここで
は、このようにＵＳ仕向けに設定されている画像形成装置でカセット１にＬＴＲ，カセッ
ト２にＳＴＭＴ、手差しトレイは使用しない場合における、コピージョブの開始時に、原
稿サイズを決定するための手順を図１０のフローチャートを参照して説明する。図１０の
フローチャートに示す各ステップは、ＣＰＵ１７０がＲＯＭ１７２に格納されたプログラ
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ムを実行することによって行われる。
【００５５】
　このコピージョブ処理は、ＬＣＤ１９１が、コピージョブをスタートさせる操作を受け
付けたときに開始される。そして、まず、制御部としてのＣＰＵ１７０は、原稿サイズセ
ンサ１１６によって原稿サイズを検知できているかを確認する（ステップＳ１００１）。
【００５６】
　次に、ＣＰＵ１７０は、原稿が検知できていると判断した場合に、原稿サイズが原稿サ
イズセンサによって検知された原稿サイズとみなす（ステップＳ１００２）。例えば、載
置されていた原稿がＬＴＲの場合には、原稿サイズと同じＬＴＲ用紙のカセット１を選択
し、原稿ＬＴＲ，カセット１の用紙ＬＴＲでのコピー処理を行う（ステップＳ１００３）
。
【００５７】
　また、ＣＰＵ１７０は、ステップＳ１００１において、検知された原稿サイズが不定で
あると判定した場合（ステップＳ１００１でＮＯ）に、ステップＳ１００５へ進む。
【００５８】
　次に、ＣＰＵ１７０は、原稿サイズが、原稿サイズセンサでは検知できないカセット２
の用紙サイズＳＴＭＴであると決定する（ステップＳ１００５）。
【００５９】
　次に、ＣＰＵ１７０は、原稿サイズからＳＴＭＴから最適な用紙サイズをＳＴＭＴと判
断して自動用紙選択処理により決定されたサイズの用紙を選択する（ステップＳ１００３
）。
【００６０】
　次に、ＣＰＵ１７０は、原稿をＳＴＭＴとみなしてスキャナ１１５でスキャンした画像
データに従って、Ｓ１００３で選択された給紙段から用紙を給紙し、給紙された用紙に対
して画像形成を行うコピー処理（ステップＳ１００４）を実行する。そして、本コピージ
ョブ処理を終了する。
【００６１】
　なお、本発明は、上述した図１０に示すフローチャートに示す動作に限定されるもので
は無く、原稿や用紙サイズ、カセットの数などが異なる画像形成装置に対しても応用可能
であることは、勿論である。
【００６２】
　また、この図１０に示すコピージョブ処理による説明から理解されるように、原稿サイ
ズセンサでは検知できない原稿でも用紙サイズから原稿サイズを推定することで、ユーザ
に原稿サイズを指定させずとも、コピーの自動用紙選択機能を実現可能である。
【００６３】
　なお、上述した実施形態では、Ｓ９０３とＳ９０５の各判定処理を実行する例を説明し
たが、Ｓ９０３より先にＳ９０５の処理を実行してもよい。
【００６４】
　（第２の実施形態）
　次に、第２の実施形態について説明する。ここでは、第２の実施形態に係る画像形成装
置で、カセット１にはＡ４，カセット２にはＡ５、手差しトレイにはＢ５が設置されて登
録されている場合における、コピージョブに係る手順について、図１１のフローチャート
を参照して説明する。図１１のフローチャートに示す各ステップは、ＣＰＵ１７０がＲＯ
Ｍ１７２に格納されたプログラムを実行することによって行われる。
【００６５】
　このコピージョブ処理は、ＬＣＤ１９１が、コピージョブをスタートさせる操作を受け
付けたときに開始される。そして、まず、制御部としてのＣＰＵ１７０は、原稿サイズセ
ンサ１１６による検知結果に基づいて原稿サイズを確認する（ステップＳ１１０１）。例
えば、原稿サイズセンサ１がＯＮとなり、原稿サイズセンサ１１６が原稿を検知した場合
（ステップＳ１１０１でＹＥＳ）に、ＣＰＵ１７０は、図７を参照して、原稿が検知結果
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サイズのＡ４であるとする（ステップＳ１１０２）。
【００６６】
　次に、ＣＰＵ１７０は、原稿サイズとカセット１４７又は手差しトレイ１４８に設定さ
れている用紙サイズ情報からスキャンした原稿を記録する適切な用紙を特定し、特定した
サイズの用紙がセットされた給紙段を選択する（ステップＳ１１０３）。例えば、原稿サ
イズと同じ用紙サイズがセットされたカセットを特定し、その特定されたカセットから原
稿を記録するのに適切なサイズの用紙（ここではＡ４用紙）を給紙する。
【００６７】
　次に、ＣＰＵ１７０は、Ａ４原稿のスキャンを実行させ、原稿サイズに適合するサイズ
の用紙を収納したカセットから原稿サイズに適合するサイズの用紙（ここではＡ４用紙）
を給紙してコピー処理を行う（ステップＳ１１０４）。その後、ＣＰＵ１７０は、本コピ
ージョブ処理を終了させる。
【００６８】
　また、ステップＳ１１０１で原稿サイズが検知できなかった不定の場合（ステップＳ１
１０１でＮＯ）に、ＣＰＵ１７０は、ステップＳ１１０５へ進む。
【００６９】
　そして、ＣＰＵ１７０は、原稿サイズとして検知できないカセット２と手差しトレイと
にあるＡ５、Ｂ５の用紙サイズから、予め、登録された原稿サイズの優先順位に従って、
カセット２のＡ５を原稿サイズとみなす。この登録された原稿サイズの優先順位は、前述
した図１２に示す原稿サイズ選択画面から、予め、ユーザによって選択され登録されてい
るものである。なお、ここではカセット２のＡ５の原稿サイズを優先したものについて説
明した。しかし、一つの用紙サイズを選ぶ方法として、手差しトレイにある用紙を優先す
る手法を用いても良いし、より大きな用紙サイズを優先する手法を用いても良い。
【００７０】
　次に、ＣＰＵ１７０は、原稿サイズとしてみなした原稿サイズ（ここではＡ５サイズ）
の用紙が収納されたカセット２を給紙段として選択する。ここで、ＣＰＵ１７０は、暫定
的に設定された給紙段がユーザに分かるようにするため、図１３に示すようなカセット２
（Ａ５）が選択された表示画面をＬＣＤ１９１に表示させるよう制御する（ステップＳ１
１０６）。この図１３に示すカセット２（Ａ５）が選択された表示画面の例では、中央上
部の“２　ＡＵＴＯ　Ａ５”とある表示が自動用紙設定でカセット２　Ａ５サイズが選択
されていることを示す。
【００７１】
　次に、ＣＰＵ１７０は、ユーザからの給紙段の変更を受け付けるため、ＬＣＤ１９１上
に、図１４に例示するような給紙段変更の画面表示の処理を実行する（ステップＳＳ１１
０７）。この画面表示では、現在暫定的に選択されているカセット２　Ａ５サイズから、
Ｂ５などのボタン部分を押すことで用紙サイズ指定の変更が可能となっている。
【００７２】
　次に、ＣＰＵ１７０は、原稿サイズとみなされたサイズ又は用紙サイズ指定で指定され
たサイズに基づいて、スキャナ１１５でスキャンして画像データを得る。そして、ＣＰＵ
１７０は、スキャンして得た画像データに基づいて、プリンタ１４５によって、原稿サイ
ズとみなされたサイズ又は用紙サイズ指定で指定されたサイズの用紙に画像形成して出力
する（ステップＳ１１０４）。
【００７３】
　なお、本発明は、上述した図１１に示すフローチャートに示す動作に限定されるもので
は無く、原稿サイズ、用紙サイズ又は原稿検知できるサイズ等の条件が異なる画像形成装
置に対しても応用可能であることは、勿論である。
【００７４】
　要するに、本実施の形態に係る画像形成装置は、スキャナ１１５で原稿サイズの検知結
果が不定となる場合に、スキャナ１１５上の原稿サイズを所定のアルゴリズムで決定する
ものである。
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【００７５】
　この画像形成装置は、スキャナ１１５に原稿サイズセンサ１１６を備え、プリンタ１４
５における給紙用のカセット１４７と手差しトレイ１４８とに用紙サイズ検出手段を備え
る。
【００７６】
　この画像形成装置では、スキャナ１１５に原稿がセットされた際に、用紙サイズ判別手
段としてのＣＰＵ１７０が、検知不能な小さい原稿サイズの用紙の有無を判別する。そし
て、この画像形成装置では、原稿サイズセンサ１１６のセンサの出力パターンから、ＣＰ
Ｕ１７０が原稿サイズの検知結果を不定と判別したときに、原稿サイズを決定するための
処理を行う。
【００７７】
　ここで、原稿サイズの検知結果が不定と判断される場合とは、スキャナ１１５に装着さ
れた原稿サイズセンサ１１６の内、最小の原稿サイズを検出するための原稿サイズセンサ
１１６で原稿を検知できない場合である。
【００７８】
　この場合に、ＣＰＵ１７０は、給紙用のカセット１４７と手差しトレイ１４８とに載置
されている用紙サイズ情報を確認する。
【００７９】
　そして、ＣＰＵ１７０は、給紙用のカセット１４７又は手差しトレイ１４８上に原稿サ
イズセンサ１１６で検出可能な最小の原稿サイズよりも小さい原稿サイズに相当するコピ
ー用紙があるか否かを判定する。そして、ＣＰＵ１７０は、小さい原稿サイズに相当する
コピー用紙がないと判別した場合には、ユーザから処理すべき原稿サイズの入力を受け付
けて、ユーザの指定した原稿サイズに対応して、プリントする。
【００８０】
　用紙サイズ判別手段としてのＣＰＵ１７０は、小さい原稿サイズに相当するコピー用紙
が単数と判別した場合に、コピー用紙の原稿サイズに対応して、この画像形成装置のプリ
ンタ１４５により画像形成された用紙を出力する。
【００８１】
　さらに、ＣＰＵ１７０は、小さい原稿サイズに相当するコピー用紙が複数あると判別し
た場合には、予め定められた原稿サイズ決定用の優先順位に基づいて、原稿サイズを決定
し、プリントする。
【００８２】
　ここで、原稿サイズ決定用の優先順位は、以下に例示する何れかを利用するように定め
る。
【００８３】
　第１に、この原稿サイズ決定用の優先順位は、図８に例示するように、原稿サイズの登
録手段を利用してユーザが登録した原稿サイズを優先する手段を用いることができる。こ
の原稿サイズの登録手段は、原稿サイズの登録画面を利用してユーザが原稿サイズセンサ
１１６で検知できない原稿サイズである、例えば、“ＳＴＭＴ”，“Ｂ５”，“Ａ５”の
項目から選択されたものを優先させる手段である。
【００８４】
　なお、原稿サイズ決定用の優先順位を指定する場合には、例えば、“ＳＴＭＴ”，“Ｂ
５”，“Ａ５”の順番に優先順位を指定可能に構成しても良い。この場合には、例えば、
給紙用のカセット１４７又は手差しトレイ１４８上に“ＳＴＭＴ”の用紙がなければ、“
Ｂ５”サイズの用紙を用いてプリントすることになる。
【００８５】
　第２に、手差しトレイ１４８上に載置された用紙を優先する手段である。
【００８６】
　第３に、給紙用のカセット１４７と手差しトレイ１４８との上にある、原稿サイズセン
サ１１６で検出不能な複数の小さい原稿サイズ種類中における、最も大きなサイズの用紙
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【００８７】
　本実施の形態に係る画像形成装置では、上述した第１乃至第３の何れかの手段による優
先順位に従って特定されたサイズに基づいて画像処理を行い、この特定されたサイズの用
紙を給紙してプリントする。
【００８８】
　これにより、本実施の形態に係る画像形成装置では、原稿の大きさを検知するためのセ
ンサを全ての原稿サイズに等しいだけ増設することによるコストの上昇を抑制する。これ
と共に、この画像形成装置では、検知できない原稿サイズである場合に、ユーザに使用す
る用紙を指定する手間を掛けることなく、自動的に原稿サイズを決定できるので、ユーザ
操作性を落とさないようにできる。
【００８９】
　本実施形態におけるフローチャートに示す機能は、ネットワーク又は各種記憶媒体を介
して取得したソフトウエア（プログラム）をコンピュータパソコン等の処理装置（CPU、
プロセッサ）にて実行することでも実現できる。
【符号の説明】
【００９０】
１１５　スキャナ
１１６　原稿サイズセンサ
１４５　プリンタ
１１５　スキャナ
１７０　ＣＰＵ

【図１】 【図２】
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